































































































12月12日に、研究論文“China’s Growing Participation in Preferential Trade Agreements: Implications for 
China and its Trading Partners”の討論者を務めた。12月13日に、論文名「中国はアフリカの経済成長の引
き金となることができるか？－経済相互依存仮説に基づく実証的検証－」（ 英語名“Can China Trigger 
Economic Growth in Africa? An Empirical Investigation based on Economic Interdependence Hypothesis.”）の発
表を行った。 
本発表は、中国との国際貿易がアフリカの経済成長に及ぼす潜在的影響を実証的に検証（南アフリ
カとケニアのマクロ経済変数を使用）したものである。具体的には、「中国への輸出主導型成長」と
「中国からの輸入主導型成長仮説」を検証した。 Toda-Yamamoto版グレンジャー因果性検定およびブ
ートストラップ検定を使った結果、輸入主導型成長仮説が支持された一方で、輸出主導型成長仮説は
棄却された。このことは、中国との貿易によりアフリカ諸国が恩恵を受けるためには、中国が生み出
しているグローバル・バリューチェーンにおいてアフリカ諸国が自分たちの位置づけを適切に行う必
要があることを意味している。 
12月14日午後は、データ収集のために香港株式市場を訪れ、12月15日には香港城市大学のKui-Wai 
Li教授と共同研究について話し合いをした。 
本大会は、中国が他のアジア諸国および他の経済に及ぼす影響についての知識を共有するための大
変貴重な機会であった。  
 
 
